
授業科目 健康科学論

【担当教員名］ 対象学年 i 対象学科 i 看護
園田恭一 開講時期 前期 ; i 必修・選択 : i ． 必修

単位数 l 時間数 l 15 

【＜概要＞又は＜一般目標： GIO>】

健康の概念、目標、発展を認識し、健康を主観的、客観的側面から総合的に捉えることの意義について学ぶ。

［＜学習目標＞又は＜行動目標： SB0>】

①疾病および生活という異なる観点からの健康の捉え方や理解を学ぶ。

②健康と看護との関わりを種々の角度から学ぶ。

③健康の科学的捉え方や研究法について学ぶ。

回

数
授業計画又は学習の主題

1健康・保健、疾病・医療および看護と福祉

2生活と健康、疾病と健康、寿命と健康、疾病構造の変化と健康、キュアとケア

3IWHO意章、アルマアタ宣言、オタワ憲章と健康

4医学モデル、疾病モデルおよび生活モデル、社会モデルと健康

5IQOL、ライフスタイル、セルフケアと健康

6健康・医療・福祉の需要者と提供者

7健康指標・健康評価と健康の科学

S80 

番号I学習方法・学習課題又は備考・担当教員
講義

＂ 
＂ 
＂ 
＂ 
＂ 
＂ 

［使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞ く発行所＞ ＜発行年・価格•その他＞

未定

教科書
（必ず購入する書籍）

参考書
後日指示する

その他の資料
その都度配布する

【評価方法】

レポートと試験

【履修上の留意点】

受け身ではない積極的な参加を望む。
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